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続
け
た
い
」と
口
を
そ
ろ
え
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
騎
力
炉
・
核

燃
料
開
発
事
業
ヨ
の
発
池
三
郎

企
画
部
長
、
資
料
情
報
室
の
高

木
仁
三
郎
代
表
ら
両
派
二
人
ず

つ
「
三
百
人
の
会
場
は
満
員
で

立
ち
見
も
で
た
。

高
本
氏
は
す
で
に
生
じ
て
い

る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
え
月
社
会
の

最
大
の
問
題
と
し
て
情
報
管
理

強
化
を
あ
げ
、　
一一ノ
ラ
ン
ス
か

ら
ブ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
輸
送
し
た

あ
か
つ
き
丸
０
三
内
の
技
妨
質

輸
送
に
関
す
る
管
．報
を
整
密
に

し
た
こ
と
で
、
Ξ
六
．卜
の
バ
寅

を
あ
お
り
、
非
更
が
喜
ま
っ
て

い
る
」
と
批
当
．し
ｔ
．

小
林
圭
二
・京
天
原
子
ｒ
実

験
所
助
手
は
一喜
運
増
種
ｆ
の

安
全
性
を
専
胃
家
と
し
て
評
価

毎 :

高速

ご
‘

ぎ

ゆ推
進
・反
対
両
派
が
対
話

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
め
ぐ
リ
シ
ン
ポ

朝

国
、情
報
公
開
改
善
の
姿
勢

ブ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
の
是
非

を
め
ぐ
っ
て
、
推
進
側
の
日
本

原
子
力
産
業
会
議
と
反
対
派
の

原
子
力
資
料
情
報
室
が
共
催
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「今
な
ぜ
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
か
」
が
二
十
五

日
、
大
阪
市
内
で
開
か
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
対
決
か
ら
、
対
話

と
歩
み
寄
り
の
糸
口
を
探
そ
う

と
し
た
初
の
試
み
。
三
時
間
半

の
討
論
で
は
、
反
対
派
が
原
子

力
情
報
の
公
開
を
強
く
迫
っ
た

の
に
対
し
、
国
側
も
前
向
き
な

姿
勢
を
見
せ
た
。
主
催
者
は
い

ず
れ
も
、
冷
静
な
議
論
が
で
き

た
こ
と
を
評
価
、
「で
き
れ
ば

鮒
議
論
は
平
行
線

推
進
・反
対
派
初
の
共
催
シ
ン
ポ

高
速
増
殖
炉
「も
ん
じ
ゅ
」

の
臨
界
が
来
春
に
予
定
さ
れ
る

な
ど
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
が
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
る
中
、
増
殖

炉
推
進
派
の
日
本
原
子
力
産
業

会
議
（原
産
）
と
反
対
派
の
原

子
力
資
料
情
報
室
が
共
曜
で
二

十
五
日
、
大
阪
市
内
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「今
な
ぜ
ブ
ル
ト
ニ
ウ

ム
か
」
を
開
い
た
。
核
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
で
意
見
を
異
に
す
る

両
団
体
が
共
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
初
め
て
て
、
三
百
人
の

定
員
に
五
千
三
百
人
の
申
し
込

み
が
あ
り
、
市
民
の
関
心
の
高

さ
を
示
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
双
方
の
二

場
の
二
人
ず
つ
が
パ
ス
リ
ス
ヽ

に
な
り
、
発
言
し
た
）^
一も
え

じ
ゅ
」
の
建
設
主
体
で
あ
る
動

力
炉
・核
燃
料
開
発
事
業
ヨ
●

す
る
の
に
必
要
な
デ
ー
タ
が
入

手
し
に
く
い
」
と
、
技
術
情
報

の
秘
密
性
を
指
摘
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
、
会
一

場
に
い
た
科
学
技
術
庁
の
森
口
一

泰
孝
。核
燃
料
課
長
は
「青
森
一

県
六
ケ
所
村
に
建
設
中
の
再
処
一

理
工
場
の
情
報
も
あ
わ
せ
、
情
一

報
公
開
に
つ
い
て
は
一歩
一歩
一

前
進
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
発

言
、
改
善
の
姿
勢
を
示
し
た
。

ト
ニ
ウ
ム
は
毒
性
が
高
く
、
利

用
技
術
も
未
熟
で
、
危
険
。
核

拡
散
の
点
か
ら
も
問
題
だ
。
各

国
が
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
か
ら

撤
退
し
て
い
る
。
電
気
の
不
足

よ
リ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
使
用

が
地
球
環
境
を
危
う
く
し
て
い

る
こ
と
が
問
題
。
六
十
倍
と
い

う
″夢
″を
語
る
の
で
は
な
く
、

総
括
す
る
時
代
に
入
っ
た
」
と

反
論
し
た
。

経
済
性
で
は
、
横
手
光
洋
・

関
西
電
力
原
子
燃
料
部
長
が

一面
場
は
ウ
ラ
ン
よ
り
約
一〇

％
高
い
が
、
技
術
の
進
歩
で
差

は
縮
ま
る
」
と
主
張
。
高
木
代

表
ら
は
「そ
の
算
定
か
ら
再
処

理
工
場
に
よ
る
多
額
の
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
抽
出
員
を
省
い
て
い
る

の
は
お
か
し
い
」と
指
摘
し
た
。

終
了
後
の
記
者
会
見
で
、
原

産
の
森
一
久
・
専
務
理
事
は

「認
識
の
開
き
は
大
き
い
。
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
の
長
期
計
画

は
、
公
聴
会
を
開
い
て
か
ら
決

め
る
べ
き
だ
」
と
言
い
、
高
木

代
表
も
「国
側
と
討
論
す
る
場

を
設
け
た
い
」と
話
し
て
い
た
。
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釜
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Ｌ
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か
っ
た
が
、
情
報
公
開
に
つ
な
が
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
参
加
者
の

反
応
は
好
評
だ
っ
た
´
　
，
一″
一

推
進
派
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
「将
来

の
ェ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
伸
び
と
資
源

の
有
限
性
を
考
え
れ
ば
ブ
ル
ト
ニ
ウ

ム
は
絶
対
に
必
要
」
と
い
主
と
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点
か
ら

ブ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
の
必
要
性
を
主

張
「
反
対
の
立
場
か
ら
は
「ブ
ル
ト

ニ
ウ
ム
利
用
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の

足
し
に
は
な
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
情

報
公
開
制
限
な
ど
社
会
的
な
悪
影
響

が
大
き
い
」
な
ど
と
反
論
し
た
。
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